
(57)【要約】

【課題】広い周波数範囲に渡って高感度にてカプセル型

内視鏡から送信された無線信号の受信が可能な受信装置

を実現する。

【解決手段】複数の受信アンテナ４ａ～４ｈの中から適

切なものを選択するアンテナ選択部６と、受信された無

線信号の中からそれぞれ異なる周波数成分のみを通過さ

せるバンドパスフィルタ７－１～７－ｎと、使用するバ

ンドパスフィルタを適宜切り替えるフィルタ切替部８ａ

、８ｂと、フィルタ切替部８ａ、８ｂによるフィルタ切

替処理等を制御する切替制御部１５と、必要な情報を入

力するための入力部１６とを備える。カプセル型内視鏡

から送信されうる複数種類の無線信号の周波数に対応し

たバンドパスフィルタを設けると共に適宜バンドパスフ

ィルタを切り替えることによって、広い範囲の周波数を

取りうる無線信号に対して高感度の受信が可能である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 内 に 導 入 さ れ た 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ う る ２ 以 上 の 異 な る 周 波 数 の 無 線
信 号 の 受 信 処 理 が 可 能 な 受 信 装 置 で あ っ て 、
　 異 な る 前 記 周 波 数 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 配 置 さ れ 、 受 信 し た 無 線 信 号 の う ち 対 応 し た 前
記 周 波 数 を 含 む 周 波 数 帯 の 周 波 数 成 分 の み を 通 過 さ せ る ２ 以 上 の 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 と
、
　 ２ 以 上 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 の 中 か ら 、 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 実 際 に 送 信 さ
れ た 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 選 択 し て 切 り 替 え 、 受 信 し
た 無 線 信 号 が 、 切 り 替 え た 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 通 過 す る よ う 制 御 す る 切 替 制 御 手
段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ２ 以 上 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 の 後 段 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 対 応 す る 前 記 雑 音 除
去 フ ィ ル タ 手 段 の 通 過 周 波 数 帯 に 対 応 し た 設 定 が な さ れ た ２ 以 上 の 増 幅 手 段 を さ ら に 備 え
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 増 幅 手 段 は 、 対 応 す る 周 波 数 に 応 じ た バ イ ア ス 電 圧 値 が 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 所 定 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 通 過 し た 周 波 数 成 分 中 に 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら
送 信 さ れ た 無 線 信 号 に 対 応 し た 周 波 数 成 分 が 含 ま れ る か 否 か を 検 出 す る 受 信 検 出 手 段 を さ
ら に 備 え 、
　 前 記 切 替 制 御 手 段 は 、 前 記 受 信 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基 づ き 複 数 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル
タ 手 段 の 切 替 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 受 信 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 切 替 制 御 手 段 は 、 前 記 受 信 検 出 手 段 に よ っ て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ た
無 線 信 号 に 対 応 し た 周 波 数 成 分 が 検 出 さ れ る ま で 、 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 順 次 切 り
替 え る 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 当 該 受 信 装 置 の 使 用 地 域 を 特 定 す る 使 用 地 域 特 定 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 切 替 制 御 手 段 は 、 特 定 さ れ た 使 用 地 域 に 関 す る 情 報 に 基 づ き 複 数 の 前 記 雑 音 除 去 フ
ィ ル タ 手 段 の 中 か ら 一 部 を 抽 出 し 、 抽 出 し た 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 対 象 と し た 切 替
制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 切 替 制 御 手 段 は 、 特 定 さ れ た 使 用 地 域 に て 使 用 さ れ う る 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し
た 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 抽 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 受 信 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 体 内 に 導 入 さ れ た 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ う る ２ 以 上 の 異 な る 周
波 数 の 無 線 信 号 の 受 信 処 理 が 可 能 な 受 信 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 の 分 野 に お い て は 、 飲 込 み 型 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の
カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に は 、 撮 像 機 能 と 無 線 通 信 機 能 と が 設 け ら れ て い る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
は 、 観 察 （ 検 査 ） の た め に 被 検 体 の 口 か ら 飲 込 ま れ た 後 、 自 然 排 出 さ れ る ま で の 間 、 体 腔
内 、 例 え ば 胃 、 小 腸 な ど の 臓 器 の 内 部 を そ の 蠕 動 運 動 に 従 っ て 移 動 し 、 移 動 に 伴 い 、 例 え
ば ０ ． ５ 秒 間 隔 で 被 検 体 内 画 像 の 撮 像 を 行 う 機 能 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 体 腔 内 を 移 動 す る 間 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に よ っ て 体 内 で 撮 像 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 順 次
無 線 通 信 に よ り 外 部 に 送 信 さ れ 、 外 部 に 設 け ら れ た メ モ リ に 蓄 積 さ れ る 。 無 線 通 信 機 能 と
メ モ リ 機 能 と を 備 え た 受 信 機 を 携 帯 す る こ と に よ り 、 被 検 体 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 飲 み
込 ん だ 後 、 排 出 さ れ る ま で の 間 に 渡 っ て 、 自 由 に 行 動 で き る 。 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 排 出 さ
れ た 後 、 医 師 も し く は 看 護 師 に お い て は 、 メ モ リ に 蓄 積 さ れ た 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 臓 器
の 画 像 を デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ せ て 診 断 を 行 う こ と が で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。
） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な カ プ セ ル 型 内 視 鏡 か ら の 無 線 信 号 を 受 信 す る 受 信 装 置 は 、 ラ ジ オ 受 信 機 、 テ
レ ビ 受 像 器 等 と 同 様 に 複 数 の 異 な る 周 波 数 の 無 線 信 号 を 受 信 可 能 と す る こ と が 好 ま し い 。
カ プ セ ル 型 内 視 鏡 か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 の 周 波 数 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 機 能 の 違 い や
、 使 用 地 域 の 違 い 等 に 応 じ て 異 な る 値 と な る こ と が 予 想 さ れ る が 、 異 な る 周 波 数 毎 に 受 信
装 置 を 別 個 用 意 す る こ と は 使 用 コ ス ト の 増 加 に つ な が り 、 ま た 、 複 数 の 受 信 装 置 を カ プ セ
ル に 応 じ て 使 い 分 け る の は 煩 雑 で あ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ １ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 す る 受 信 装 置 で は 、 信
号 送 信 源 た る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 特 殊 性 に 起 因 し て 、 複 数 の 周 波 数 の 無 線 信 号 を 受 信 可 能
な 構 造 を 実 現 す る こ と は 容 易 で な い と い う 課 題 を 有 す る 。 以 下 、 か か る 課 題 に つ い て 詳 細
に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま ず 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 は 、 使 用 さ れ う る 周 波 数 範 囲 が ラ ジ オ
放 送 、 テ レ ビ 放 送 等 と 比 較 し て 大 き な 値 と な る と い う 特 性 を 有 す る 。 受 信 装 置 の 構 成 と し
て は 異 な る 国 に て 使 用 可 能 と す る こ と が 好 ま し い が 、 受 信 装 置 を 複 数 の 国 に て 使 用 可 能 な
構 成 と し た 場 合 に は 、 複 数 の 使 用 国 に て 任 意 に 定 め ら れ た 周 波 数 帯 の す べ て に 対 応 す る 必
要 が あ る 。 こ こ で 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 シ ス テ ム に 割 り 当 て ら れ る 周 波 数 範 囲 は 、 主 と し て
政 策 的 に 定 め ら れ て お り 、 国 毎 に 任 意 の 周 波 数 帯 が 割 り 当 て ら れ る 可 能 性 が 高 い 。 使 用 可
能 な 周 波 数 は 、 中 心 周 波 数 間 で １ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 以 上 の 違 い が 生 じ る こ と も あ り 、 複 数 国 に て
使 用 可 能 な 受 信 装 置 を 実 現 す る 場 合 に は 、 ラ ジ オ 受 信 機 、 テ レ ビ 受 像 機 と 比 較 し て 広 い 周
波 数 範 囲 の 無 線 信 号 を 受 信 可 能 な 構 成 と す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 は 、 通 常 の 無 線 信 号 と 比 較 し て 受 信 時
に お け る 信 号 強 度 が 低 い と い う 特 性 を 有 す る 。 こ れ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 被 検 体 内 に 導
入 さ れ た 後 、 体 外 に 排 出 さ れ る ま で の 数 時 間 ～ 十 数 時 間 に 渡 っ て 連 続 的 に 駆 動 す る 必 要 が
あ る 一 方 で 、 カ プ セ ル の 小 型 化 の 観 点 か ら 大 容 量 の バ ッ テ リ ー を 搭 載 す る こ と が 困 難 で あ
る た め に 発 信 強 度 を 低 く せ ざ る を 得 な い こ と に 起 因 す る も の で あ る 。 ま た 、 カ プ セ ル 型 内
視 鏡 は 被 検 体 内 に 導 入 さ れ た 状 態 で 、 被 検 体 外 部 に 配 置 さ れ た 受 信 装 置 に 対 し て 無 線 信 号
を 送 信 す る こ と と な る た め 、 送 信 さ れ た 無 線 信 号 は 、 あ る 程 度 電 磁 波 を 吸 収 す る 特 性 を 有
す る 被 検 体 を 構 成 す る 臓 器 、 血 管 等 を 必 ず 経 由 す る こ と と な り 、 伝 搬 途 上 に お け る 強 度 減
衰 も 無 視 で き な い 。 こ の た め 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 か ら の 無 線 信 号 を 受 信 す る た め に は 、 受
信 感 度 の 高 い 受 信 装 置 を 使 用 す る 必 要 が あ り 、 ラ ジ オ 受 信 機 等 と 同 様 の 構 成 の 受 信 装 置 で
は 、 無 線 信 号 の 充 分 な 受 信 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 等 、 被 検 体 内 に 導 入
し た 状 態 で 使 用 さ れ る 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 に 対 し て 、 広 い 周 波 数 範
囲 に 渡 っ て 高 感 度 に て 無 線 信 号 の 受 信 が 可 能 な 受 信 装 置 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に か か る 受 信 装 置 は 、 被 検 体
内 に 導 入 さ れ た 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ う る ２ 以 上 の 異 な る 周 波 数 の 無 線 信 号 の 受
信 処 理 が 可 能 な 受 信 装 置 で あ っ て 、 異 な る 前 記 周 波 数 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 配 置 さ れ 、 受
信 し た 無 線 信 号 の う ち 対 応 し た 前 記 周 波 数 を 含 む 周 波 数 帯 の 周 波 数 成 分 の み を 通 過 さ せ る
２ 以 上 の 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 と 、 ２ 以 上 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 の 中 か ら 、 前 記 被
検 体 内 導 入 装 置 か ら 実 際 に 送 信 さ れ た 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ
手 段 を 選 択 し て 切 り 替 え 、 受 信 し た 無 線 信 号 が 、 切 り 替 え た 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を
通 過 す る よ う 制 御 す る 切 替 制 御 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ う る 複 数 の 無 線 信 号 に 対
応 し て 、 そ れ ぞ れ の 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 通 過 周 波 数 帯 を 有 す る 雑 音 除 去 フ ィ ル タ
手 段 を 無 線 信 号 の 種 類 数 と 同 数 だ け 配 置 し 、 切 替 制 御 手 段 に よ っ て 適 宜 切 り 替 え る こ と と
し た た め 、 広 い 範 囲 に 渡 っ て 周 波 数 の 値 が 異 な る も の と な る 無 線 信 号 に 対 し て 、 Ｓ ／ Ｎ 比
の 低 下 を 抑 制 し 、 高 感 度 に て 受 信 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に か か る 受 信 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 ２ 以 上 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ
ル タ 手 段 の 後 段 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 対 応 す る 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 の 通 過 周 波 数
帯 に 対 応 し た 設 定 が な さ れ た ２ 以 上 の 増 幅 手 段 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に か か る 受 信 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 増 幅 手 段 は 、 対 応 す る
周 波 数 に 応 じ た バ イ ア ス 電 圧 値 が 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に か か る 受 信 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 所 定 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル
タ 手 段 を 通 過 し た 周 波 数 成 分 中 に 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 に 対 応 し
た 周 波 数 成 分 が 含 ま れ る か 否 か を 検 出 す る 受 信 検 出 手 段 を さ ら に 備 え 、 前 記 切 替 制 御 手 段
は 、 前 記 受 信 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基 づ き 複 数 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 の 切 替 制 御 を
行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に か か る 受 信 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 切 替 制 御 手 段 は 、 前 記
受 信 検 出 手 段 に よ っ て 前 記 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 に 対 応 し た 周 波 数 成
分 が 検 出 さ れ る ま で 、 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 順 次 切 り 替 え る 制 御 を 行 う こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に か か る 受 信 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 当 該 受 信 装 置 の 使 用 地 域 を
特 定 す る 使 用 地 域 特 定 手 段 を さ ら に 備 え 、 前 記 切 替 制 御 手 段 は 、 特 定 さ れ た 使 用 地 域 に 関
す る 情 報 に 基 づ き 複 数 の 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 の 中 か ら 一 部 を 抽 出 し 、 抽 出 し た 前 記
雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 を 対 象 と し た 切 替 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に か か る 受 信 装 置 は 、 上 記 の 発 明 に お い て 、 前 記 切 替 制 御 手 段 は 、 特 定
さ れ た 使 用 地 域 に て 使 用 さ れ う る 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 前 記 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段
を 抽 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に か か る 受 信 装 置 は 、 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ う る 複 数 の 無 線 信 号 に 対 応
し て 、 そ れ ぞ れ の 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 通 過 周 波 数 帯 を 有 す る 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手
段 を 無 線 信 号 の 種 類 数 と 同 数 だ け 配 置 し 、 切 替 制 御 手 段 に よ っ て 適 宜 切 り 替 え る こ と と し
た た め 、 広 い 範 囲 に 渡 っ て 周 波 数 の 値 が 異 な る も の と な る 無 線 信 号 に 対 し て 、 Ｓ ／ Ｎ 比 の
低 下 を 抑 制 し 、 高 感 度 に て 受 信 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-296971 A 2006.11.2



【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 で は 、 単 に 「 実 施 の 形 態 」 と 称 す る
） で あ る 受 信 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 面 は 模 式 的 な も の で あ り 、 各 部 分 の 厚 み と
幅 と の 関 係 、 そ れ ぞ れ の 部 分 の 厚 み の 比 率 な ど は 現 実 の も の と は 異 な る こ と に 留 意 す べ き
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 ま ず 、 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 で は 、 ま ず 本 実 施 の 形 態
１ に か か る 受 信 装 置 の 使 用 態 様 に つ い て 説 明 し た 後 、 受 信 装 置 の 構 成 、 作 用 等 に つ い て 説
明 を 行 う こ と と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 の 使 用 態 様 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ に 示 す
よ う に 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 １ は 、 例 え ば 、 被 検 体 ２ に 携 帯 さ れ た 状 態 に て
使 用 さ れ 、 被 検 体 ２ 内 部 に 導 入 さ れ る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 （ 被 検 体 内 導 入 装 置 ） ３ か ら 送 信
さ れ る 無 線 信 号 の 受 信 処 理 を 行 う 機 能 を 有 す る 。 具 体 的 に は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ は 、 被
検 体 ２ の 口 腔 を 介 し て 被 検 体 ２ 内 部 に 導 入 さ れ 、 例 え ば 内 蔵 し た 撮 像 機 構 に よ っ て 取 得 し
た 画 像 デ ー タ を 被 検 体 ２ の 外 部 に 対 し て 無 線 送 信 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ に よ っ て 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 す る ア ン テ ナ と し て 、 被
検 体 ２ の 体 表 面 上 に は 複 数 の ア ン テ ナ と し て 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ が 配 置 さ れ て お り 、
本 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 １ は 、 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の 内 最 も 受 信 状 況 の 良 い
ア ン テ ナ を 介 し て 無 線 信 号 を 受 信 す る 。 こ こ で 、 受 信 ア ン テ ナ を 複 数 配 置 し た の は 、 カ プ
セ ル 型 内 視 鏡 ３ は 被 検 体 ２ の 消 化 管 内 を 移 動 し つ つ 無 線 送 信 を 行 う 機 能 を 有 す る こ と か ら
、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ の 移 動 に 応 じ て 受 信 に 用 い る 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ を 順 次 切 り 替
え て カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ と 受 信 ア ン テ ナ と の 間 の 距 離 の 増 加 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 受
信 す る 無 線 信 号 の 強 度 が 低 下 す る こ と を 抑 制 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 １ の 構 成 を 示 す 模 式 的 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 受 信 装 置 １ は 、 複 数 の 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の 中 か ら 適 切 な 受 信 ア
ン テ ナ を 選 択 す る ア ン テ ナ 選 択 部 ６ と 、 ア ン テ ナ 選 択 部 ６ の 後 段 に 配 置 さ れ 、 受 信 ア ン テ
ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の い ず れ か を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の う ち 、 そ れ ぞ れ 異 な る 周 波 数 成 分
の み を 通 過 さ せ る 機 能 を 備 え た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ と 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル
タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の 前 段 お よ び 後 段 に 配 置 さ れ 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の 中
か ら 使 用 す る も の を 適 宜 切 り 替 え る フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ と 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７
－ １ ～ ７ － ｎ の い ず れ か を 通 過 し た 周 波 数 成 分 の 強 度 を 増 幅 す る 増 幅 部 ９ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 受 信 装 置 １ は 、 増 幅 さ れ た 周 波 数 成 分 の 周 波 数 を 所 定 の 値 に 変 換 す る 周 波 数 変 換
部 １ ０ と 、 所 定 の 局 部 信 号 を 周 波 数 変 換 部 １ ０ に 対 し て 供 給 す る 局 部 発 信 部 １ １ と 、 所 定
の 周 波 数 に 変 換 さ れ た 周 波 数 成 分 に 対 し て 復 調 処 理 を 行 う 復 調 部 １ ２ と 、 復 調 後 の 周 波 数
成 分 に 対 し て 所 定 の 信 号 処 理 を 行 っ て 画 像 デ ー タ を 再 生 す る 信 号 処 理 部 １ ３ と 、 信 号 処 理
さ れ た 周 波 数 成 分 を 出 力 す る 出 力 部 １ ４ と を 備 え る 。 さ ら に 、 受 信 装 置 １ は 、 フ ィ ル タ 切
替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ に よ る フ ィ ル タ 切 替 処 理 お よ び 局 部 発 信 部 １ １ か ら 出 力 さ れ る 局 部 信 号 の
周 波 数 の 切 替 を 制 御 す る 切 替 制 御 部 １ ５ と 、 切 替 制 御 部 １ ５ に 対 し て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 に 関 す る 情 報 を 入 力 す る た め の 入 力 部 １ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ン テ ナ 選 択 部 ６ は 、 複 数 の 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の 中 か ら 無 線 信 号 の 受 信 に 用 い る
ア ン テ ナ を 選 択 し 、 選 択 し た 受 信 ア ン テ ナ を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 を フ ィ ル タ 切 替 部
８ ａ に 対 し て 出 力 す る 機 能 を 有 す る 。 ア ン テ ナ 選 択 部 ６ に よ る 具 体 的 な 選 択 メ カ ニ ズ ム は
、 例 え ば 、 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の そ れ ぞ れ に て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の 強 度 を 比 較 し 、
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無 線 信 号 の 強 度 が 最 も 高 い 受 信 ア ン テ ナ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 周 波 数 変 換 部 １ ０ は 、 増 幅 部 ９ か ら 出 力 さ れ た 周 波 数 成 分 の 周 波 数 を 所 定 の 値 に 変 換 し
た 上 で 復 調 部 １ ２ に 出 力 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 周 波 数 変 換 部 １ ０ は 、 局 部
発 信 部 １ １ か ら 出 力 さ れ る 局 部 信 号 に 基 づ き 、 増 幅 部 ９ か ら 出 力 さ れ た 周 波 数 成 分 の 周 波
数 を 、 入 力 時 の 周 波 数 成 分 の 周 波 数 と 局 部 信 号 の 周 波 数 と の 差 に 対 応 し た 周 波 数 に 変 換 す
る 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 局 部 発 信 部 １ １ は 、 周 波 数 変 換 部 １ ０ の 周 波 数 変 換 処 理 に 用 い ら れ る 局 部 信 号 を 生 成 ・
出 力 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 局 部 発 信 部 １ １ は 、 周 波 数 成 分 の 周 波 数 と の 差
分 値 が 復 調 部 １ ２ の 処 理 に 適 し た 所 定 の 値 と な る 周 波 数 の 局 部 信 号 を 生 成 し 、 周 波 数 変 換
部 １ ０ に 出 力 す る 機 能 を 有 す る 。 局 部 発 信 部 １ １ が こ の よ う な 局 部 信 号 を 出 力 し 、 周 波 数
変 換 部 １ ０ が 局 部 信 号 に 基 づ き 周 波 数 成 分 の 周 波 数 を 所 定 の 値 に 変 換 す る こ と に よ っ て 、
カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 の 周 波 数 が 変 動 し た 場 合 で あ っ て も 、 復 調 処
理 の 対 象 と な る 周 波 数 成 分 の 周 波 数 が 一 定 の も の と な り 、 復 調 部 １ ２ の 構 成 を 単 純 化 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 出 力 部 １ ４ は 、 周 波 数 成 分 に 基 づ き 信 号 処 理 部 １ ３ に よ っ て 再 生 さ れ た 画 像 デ ー タ 等 の
デ ー タ を 出 力 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 な 出 力 態 様 と し て は 、 例 え ば 、 カ プ セ ル 型 内
視 鏡 ３ に て 撮 影 さ れ た 被 検 体 内 画 像 を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ に 対 し て 有 線 ま た は 無 線 に て
電 気 的 に 接 続 す る こ と に よ っ て 周 波 数 成 分 を 出 力 す る こ と と し て も 良 い し 、 記 録 媒 体 を 介
し て 出 力 す る こ と と し て も 良 い 。 ま た 、 出 力 部 １ ４ 自 体 が デ ィ ス プ レ イ 等 を 備 え る こ と に
よ っ て 、 被 検 体 内 画 像 を 直 接 的 に 出 力 （ 表 示 ） す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ は 、 そ れ ぞ れ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ う
る 複 数 種 類 の 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 周 波 数 帯 の 周 波 数 成 分 を 通 過 さ せ る た め の も の
で あ り 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 雑 音 除 去 フ ィ ル タ 手 段 に 対 応 す る も の で あ る 。 カ プ セ ル
型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ う る 無 線 信 号 の 周 波 数 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ の 種 別 、 使 用 地 域
等 に よ っ て 異 な る 複 数 種 類 の 値 と な り 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ は 、 無 線 信 号
の 周 波 数 の 種 類 に 応 じ た 個 数 だ け 配 置 さ れ 、 個 々 の 無 線 信 号 に 対 応 し た 周 波 数 成 分 の み を
通 過 さ せ る 機 能 を 有 す る 。 例 え ば 、 異 な る 種 類 を 含 む 複 数 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信
さ れ る 複 数 種 類 の 無 線 信 号 の 周 波 数 が ｆ 1 、 ｆ 2 、 ｆ 3 、 ・ ・ ・ 、 ｆ n の ｎ 通 り と な る 場 合 に
は 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ は 、 入 力 さ れ た 無 線 信 号 の う ち そ れ ぞ れ ｆ 1 ～ ｆ n

の 周 波 数 お よ び そ の 近 傍 の 周 波 数 の 周 波 数 成 分 の み を 通 過 さ せ る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ は 、 複 数 配 置 さ れ た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の 中
か ら 、 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の い ず れ か に て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の フ ィ ル タ リ ン グ に 適
し た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 選 択 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 切 替 制 御 部 １ ５ の 制
御 に 基 づ い て 、 フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ は ア ン テ ナ 選 択 部 ６ に 対 す る 電 気 的 接 続 を 切 り 替 え 、
フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ｂ は 増 幅 部 ９ に 対 す る 電 気 的 接 続 を 切 り 替 え る よ う 機 能 す る 。 な お 、 使
用 す る バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 切 り 替 え る 観 点 か ら は フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ の い ず れ か
一 方 の み を 備 え た 構 成 と し て も 良 い が 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 を 容 易
に す る 等 の 理 由 に よ り 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の 前 段 お よ び 後 段 に フ ィ ル タ
切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ を そ れ ぞ れ 配 置 し た 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 切 替 制 御 部 １ ５ は 、 入 力 部 １ ６ を 介 し て 入 力 さ れ た 情 報 に 基 づ き カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か
ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 の 周 波 数 を 把 握 す る と 共 に 把 握 し た 周 波 数 に 応 じ て フ ィ ル タ 切 替 部
８ ａ 、 ８ ｂ お よ び 局 部 発 信 部 １ １ の 動 作 を 制 御 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 切 替
制 御 部 １ ５ は 、 フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ に 対 し て は 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ －
ｎ の 中 か ら 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 通 過 帯 域 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ に 切 り 替 え る よ う
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指 示 し 、 局 部 発 信 部 １ １ は 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 通 過 し た 周 波 数 成 分 と の 間 の 周 波 数 の
差 が 所 定 値 と な る 局 部 信 号 を 生 成 ・ 出 力 す る よ う 指 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～
４ ｈ の い ず れ か を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 は 、 ア ン テ ナ 選 択 部 ６ お よ び フ ィ ル タ 切 替 部
８ ａ を 経 由 し て 、 切 替 制 御 部 １ ５ の 制 御 に 基 づ き フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ に よ っ て 適 切
な も の に 切 り 替 え ら れ た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ が 送 信 し た 無 線 信 号 の 周 波 数 が ｆ 2 の 場 合 に は
、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － ２ に 切 り 替 え ら れ 、 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の う ち 、 周 波 数 が ｆ 2

お よ び そ の 近 傍 の 値 と な る 周 波 数 成 分 の み が フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ｂ を 経 由 し て 増 幅 部 ９ に 入
力 さ れ る 。 そ し て 、 増 幅 部 ９ に 入 力 さ れ た 周 波 数 成 分 は 、 周 波 数 変 換 部 １ ０ に よ っ て 所 定
の 周 波 数 に 変 換 さ れ た 後 、 復 調 部 １ ２ 、 信 号 処 理 部 １ ３ で の 処 理 が 行 わ れ 、 カ プ セ ル 型 内
視 鏡 ３ に て 取 得 さ れ た 画 像 デ ー タ が 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 か か る 動 作 は 、 異 な る 周 波 数 の 無 線 信 号 を 送 信 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に 対 し て 使 用 し た
場 合 も 同 様 で あ る 。 例 え ば 、 周 波 数 が ｆ 3 と な る 無 線 信 号 を 送 信 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と
組 み 合 わ せ て 使 用 し た 場 合 に は 、 入 力 部 １ ６ を 介 し て 入 力 さ れ た 情 報 に 基 づ き 、 周 波 数 ｆ

3 に 対 応 し た 切 替 が 行 わ れ る よ う 切 替 制 御 部 １ ５ か ら フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ お よ び 局
部 発 信 部 １ １ に 対 し て 指 示 が 出 力 さ れ る 。 か か る 指 示 を 受 け て 、 フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８
ｂ は 周 波 数 ｆ 3 に 対 応 し た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － ３ に 切 り 替 え 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７
－ ３ は 、 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の い ず れ か を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 の う ち 、 周 波 数
ｆ 3 お よ び そ の 近 傍 の 周 波 数 の 周 波 数 成 分 の み を 通 過 さ せ る 。 そ し て 、 増 幅 部 ９ に て 強 度
増 幅 が な さ れ た 後 に 、 周 波 数 変 換 部 １ ０ に よ る 周 波 数 変 換 処 理 が 行 わ れ る 。 な お 、 変 換 処
理 が 行 わ れ る 際 に は 、 局 部 発 信 部 １ １ か ら 出 力 さ れ る 局 部 信 号 の 周 波 数 は ｆ 3 の 値 に 対 応
し た も の に 変 化 し て お り 、 復 調 部 １ ２ に 対 し て 出 力 さ れ る 周 波 数 成 分 の 周 波 数 は 無 線 信 号
の 周 波 数 が ｆ 2 だ っ た 場 合 と 等 し い 値 と な る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 １ で は 、 カ プ セ
ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 の 周 波 数 の 違 い に 応 じ て 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ －
１ ～ ７ － ｎ の 中 か ら 対 応 す る も の が 選 択 さ れ 、 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 周 波 数 成 分 の
み を 通 過 さ せ た 上 で 受 信 処 理 を 行 う こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 の 利 点 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 １ に か
か る 受 信 装 置 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ 等 の 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ る 低 強 度 の 無 線
信 号 に 対 し て 、 広 い 周 波 数 範 囲 に 渡 っ て 高 感 度 に 受 信 で き る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ 等 の 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ る 無 線 信
号 は 、 使 用 国 等 に 応 じ て 別 個 独 立 に 定 め ら れ る こ と か ら 使 用 さ れ る 周 波 数 範 囲 が き わ め て
広 く な る 一 方 で 、 消 費 電 力 低 減 等 の 観 点 か ら 信 号 強 度 が 低 く 抑 制 さ れ て い る と い う 特 徴 が
あ る 。 従 っ て 、 ラ ジ オ 受 信 機 等 の 一 般 の 受 信 装 置 の よ う に 、 例 え ば 受 信 感 度 を 向 上 さ せ る
た め に バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 等 の ノ イ ズ 除 去 フ ィ ル タ を 配 置 し た 場 合 で も 、 使 用 周 波 数 範 囲
に あ わ せ た 広 い 範 囲 の 通 過 周 波 数 帯 を 備 え ね ば な ら ず 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ
た 無 線 信 号 以 外 の 雑 音 成 分 を 通 過 し 、 Ｓ ／ Ｎ 比 が 低 下 す る と い う 問 題 が 存 在 し て い た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ う る
複 数 種 類 の 無 線 信 号 の 周 波 数 の そ れ ぞ れ に 対 応 し た 周 波 数 帯 の み を 通 過 さ せ る バ ン ド パ ス
フ ィ ル タ を 複 数 備 え る と と も に 、 切 替 制 御 部 １ ５ に よ っ て 受 信 に 最 適 な バ ン ド パ ス フ ィ ル
タ に 切 り 替 え る 構 成 を 有 す る 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 本 実 施 の 形 態 １
に か か る 受 信 装 置 は 、 広 い 範 囲 の 周 波 数 を と り う る 無 線 信 号 の そ れ ぞ れ に 適 し た バ ン ド パ
ス フ ィ ル タ を 用 い る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 複 数 の 周 波 数 に 対 応 し た バ ン ド フ ィ ル タ
を 備 え た こ と に よ り 、 個 々 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の 通 過 周 波 数 帯 を 狭 小 化 で き る た め 、 無
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線 信 号 以 外 の 雑 音 成 分 を 確 実 に 除 去 す る こ と が 可 能 と な り 、 無 線 信 号 を 高 感 度 に て 受 信 で
き る と い う 利 点 を 有 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 次 に 、 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信
装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 を 受 信 す る た め
の も の で あ っ て 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の み な ら ず 、 増 幅 部 に 関 し て も 複 数 種 類 の 無 線 信 号
の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 複 数 配 置 し た 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う
に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 １ ８ は 、 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 と 同 様 に ア
ン テ ナ 選 択 部 ６ 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ ｎ 、 フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 周 波 数
変 換 部 １ ０ 、 局 部 発 信 部 １ １ 、 復 調 部 １ ２ 、 信 号 処 理 部 １ ３ 、 出 力 部 １ ４ 、 切 替 制 御 部 １
５ お よ び 入 力 部 １ ６ を 備 え る 一 方 で 、 無 線 信 号 の 種 類 数 に 応 じ た 個 数 の 増 幅 部 １ ９ － １ ～
１ ９ － ｎ が バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の 後 段 に 配 置 さ れ た 点 で 実 施 の 形 態 １ と 異
な る 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 増 幅 部 １ ９ － １ ～ １ ９ － ｎ は 、 基 本 的 な 構 成 と し て は 実 施 の 形 態 １ に お け る 増 幅 部 ９ と
同 様 で あ っ て 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ を 通 過 し た 周 波 数 成 分 の 強 度 を 増 幅 す
る た め の も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 か か る 基 本 的 な 機 能 に 加 え 、 強 度 増 幅 処 理 を
行 う 際 に 増 幅 対 象 の 周 波 数 に 対 応 し た 設 定 が な さ れ て お り 、 具 体 的 に は 、 周 波 数 に 依 存 す
る 部 分 に 関 し て そ れ ぞ れ バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の 通 過 周 波 数 に 対 応 し た パ ラ
メ ー タ を 用 い る こ と と し て い る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 強 度 増 幅 の 際 に 高 周 波 信 号 に 対 し
て 加 算 さ れ る バ イ ア ス 電 圧 の 値 に つ い て 、 増 幅 部 １ ９ － １ ～ １ ９ － ｎ は 、 対 応 す る バ ン ド
パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の そ れ ぞ れ に お け る 通 過 周 波 数 に 対 応 し た 値 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 の 動 作 に つ い て 、 実 施 の 形 態 １ と の 相 違 点 を 中 心 に 簡
単 に 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 は 、 受 信 ア ン テ ナ ４ ａ ～ ４ ｈ の い ず れ か
一 つ を 介 し て 受 信 さ れ た 無 線 信 号 は 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の う ち 、 フ ィ ル
タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ に よ っ て 選 択 さ れ た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ に 入 力 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
３ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 周 波 数 成 分 の み が 通 過 す る 。 そ し て 、 増 幅
部 １ ９ － １ ～ １ ９ － ｎ の う ち 無 線 信 号 が 入 力 さ れ た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ に 対 応 し た 増 幅 部
に て 通 過 周 波 数 に 対 応 し た バ イ ア ス 電 圧 等 を 印 加 さ れ つ つ 強 度 増 幅 処 理 が 施 さ れ 、 増 幅 さ
れ た 周 波 数 成 分 は 、 周 波 数 変 換 部 １ ０ に て 所 定 の 周 波 数 に 変 換 さ れ 、 復 調 部 １ ２ 、 信 号 処
理 部 １ ４ に よ っ て 所 定 の 処 理 が 施 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 の 利 点 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ２ に か か
る 受 信 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ に て 説 明 し た 利 点 に 加 え 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ の み な ら ず
、 増 幅 部 １ ９ に 関 し て も 無 線 信 号 の 種 類 数 に 対 応 し て 多 数 配 置 す る こ と に よ り 、 さ ら に 高
感 度 に て 無 線 信 号 を 受 信 す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 増 幅 部 １ ９ に よ る 増 幅 処 理 の
際 に 必 要 と な る パ ラ メ ー タ の 中 に は 、 バ イ ア ス 電 圧 の よ う に 最 適 値 が 増 幅 対 象 の 周 波 数 に
依 存 す る も の が あ り 、 こ れ ら の 値 は 、 周 波 数 の 異 な る 無 線 信 号 ご と に 定 め ら れ る こ と が 好
ま し い 。 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 は 、 無 線 信 号 の 種 類 数 に 対 応 し た 個
数 の 増 幅 部 １ ９ － １ ～ １ ９ － ｎ を 配 置 し 、 そ れ ぞ れ に お け る パ ラ メ ー タ の 値 を 、 入 力 さ れ
る 周 波 数 成 分 に 応 じ て 別 個 独 立 に 定 め た 構 成 を 採 用 し て い る 。 か か る 構 成 に よ り 、 本 実 施
の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 は 、 増 幅 処 理 に 関 し て も 周 波 数 に 対 応 し た 適 切 な 処 理 が な さ れ
る こ と と な り 、 よ り 高 感 度 に て 無 線 信 号 を 受 信 す る こ と が 可 能 で あ る と い う 利 点 を 有 す る
こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
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　 次 に 、 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信
装 置 は 、 受 信 ア ン テ ナ を 介 し て 受 信 し た 無 線 信 号 の 周 波 数 を 自 動 的 に 検 出 し 、 分 析 結 果 に
基 づ き 切 替 制 御 部 が バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の 切 替 を 指 示 す る 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 的 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図
４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 ２ １ は 、 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装
置 １ と 同 様 に ア ン テ ナ 選 択 部 ６ 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ 、 フ ィ ル タ 切 替 部 ８
ａ 、 ８ ｂ 、 増 幅 部 ９ 、 周 波 数 変 換 部 １ ０ 、 局 部 発 信 部 １ １ 、 復 調 部 １ ２ お よ び 出 力 部 １ ４
を 備 え る 一 方 で 、 新 た に 受 信 検 出 部 ２ ２ を 内 蔵 し た 信 号 処 理 部 ２ ３ を 備 え る 。 ま た 、 受 信
検 出 部 ２ ２ に よ っ て 生 成 さ れ た 情 報 は 切 替 制 御 部 ２ ４ に 対 し て 出 力 さ れ る よ う 構 成 さ れ て
お り 、 切 替 制 御 部 ２ ４ は 、 受 信 検 出 部 ２ ２ に よ っ て 生 成 さ れ た 情 報 に 基 づ き 切 替 制 御 を 行
う 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 受 信 検 出 部 ２ ２ は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た 周
波 数 成 分 が 含 ま れ た か 否 か を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら の 無 線 信 号
を 受 信 し た か 否 か を 検 出 す る 機 能 を 有 す る 。 具 体 的 に は 、 受 信 検 出 部 ２ ２ は 、 信 号 処 理 部
２ ３ に て 再 生 さ れ た デ ー タ の 内 容 を 確 認 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号
に 対 応 し た も の で あ る か 否 か を 判 定 す る 機 能 を 有 す る 。 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 ３ で は カ プ
セ ル 型 内 視 鏡 ３ は 画 像 デ ー タ を 含 む 無 線 信 号 を 送 信 す る こ と と し て い る た め 、 受 信 検 出 部
２ ２ は 、 信 号 処 理 部 ２ ３ に て 再 生 さ れ た デ ー タ が 画 像 デ ー タ で あ る か 否 か を 判 定 す る こ と
に よ っ て 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 し た か 否 か を 判 定 す る 機 能
を 有 す る 。 な お 、 受 信 検 出 の ア ル ゴ リ ズ ム と し て は 、 こ の 他 に も 受 信 強 度 が 所 定 の 閾 値 以
上 で あ る か 否 か に て 判 断 す る も の や 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 に 識 別
用 の パ タ ー ン を 組 み 込 ん で お き 、 か か る パ タ ー ン が 検 出 さ れ た か 否 か に て 判 定 す る 手 法 が
あ り 、 こ れ ら の ア ル ゴ リ ズ ム も し く は そ の 他 の ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た 受 信 検 出 を 行 う こ と
と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 切 替 制 御 部 ２ ４ は 、 実 施 の 形 態 １ 、 ２ に お け る 切 替 制 御 部 １ ５ の 機 能 に 加 え 、 受 信 検 出
部 ２ ２ と 連 携 し つ つ カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 の 周 波 数 を 特 定 す る 機 能
を 有 す る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 ３ で は 、 実 施 の 形 態 １ 、 ２ と 異 な り 入 力 部 １ ６ を 省 略
し た 構 成 を 採 用 し て お り 、 切 替 制 御 部 ２ ４ が カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号
の 周 波 数 を 特 定 す る 機 能 を 有 す る 。 以 下 、 切 替 制 御 部 ２ ４ に よ る 周 波 数 特 定 処 理 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ は 、 切 替 制 御 部 ２ ４ に よ っ て 行 わ れ る 周 波 数 特 定 処 理 に つ い て 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 の 周 波 数 は
ｆ 1 ～ ｆ n の ｎ 通 り （ ｎ ： ２ 以 上 の 自 然 数 ） の 値 を 取 り う る こ と と し 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
７ － １ ～ ７ － ｎ は 、 そ れ ぞ れ 周 波 数 ｆ 1 ～ ｆ n に 対 応 し た 通 過 帯 域 を 有 し 、 局 部 発 信 部 １ １
は 周 波 数 ｆ 1 ～ ｆ n と の 差 分 値 が 一 定 の 値 と な る ｎ 通 り の 周 波 数 の 局 部 信 号 を 出 力 可 能 で あ
る も の と す る 。 ま た 、 理 解 を 容 易 に す る た め に 以 下 で は 所 定 の 引 数 ｋ を 用 い て 説 明 す る こ
と と し 、 以 下 の 処 理 は 受 信 装 置 の 電 源 が オ ン す る こ と に よ っ て 自 動 的 に 開 始 さ れ る も の と
す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま ず 、 切 替 制 御 部 ２ ４ は 、 初 期 設 定 と し て 引 数 ｋ の 値 を １ と し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 、
引 数 ｋ の 値 に よ っ て 定 ま る 周 波 数 ｆ ｋ の 値 に 対 応 し た 切 替 を 指 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２
） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 例 え ば ｋ ＝ １ の 場 合 に は 、 切 替 制 御 部 ２ ４ は 、 周 波 数 ｆ

1 の 無 線 信 号 の 受 信 に 適 し た 状 態 と す る た め に 、 周 波 数 ｆ 1 を 通 過 さ せ る バ ン ド パ ス フ ィ ル
タ ７ － １ に 切 り 替 え る よ う フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ に 指 示 を 行 う と 共 に 、 周 波 数 ｆ 1 に
対 応 し た 周 波 数 の 局 部 信 号 を 生 成 ・ 出 力 す る よ う 局 部 発 信 部 １ １ に 指 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 そ の 後 、 切 替 制 御 部 ２ ４ は 、 上 述 の 切 替 を 行 っ た 状 態 で カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ
れ た 無 線 信 号 を 受 信 し た か 否 か の 判 定 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。 具 体 的 に は 、 受 信 検
出 部 ２ ２ は 、 信 号 処 理 部 ２ ３ の 処 理 結 果 に 基 づ き カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ た 無 線
信 号 を 受 信 し た か 否 か を 検 出 す る 機 能 を 有 す る こ と か ら 、 切 替 制 御 部 ２ ４ は 、 受 信 検 出 部
２ ２ の 検 出 結 果 に 基 づ き カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 の 受 信 に 成 功 し た か
否 か を 判 定 す る 。 受 信 し た と 判 定 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ， Ｙ ｅ ｓ ） に は 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ ２ に て 決 定 し た 切 り 替 え 態 様 を 維 持 す る よ う フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ 等 に 指 示 を
行 い 、 通 常 の 受 信 モ ー ド に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら の 無 線 信 号 を 受 信 し て い な い も の と 判 定 し た 場 合 （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ３ ， Ｎ ｏ ） に は 、 引 数 ｋ を 異 な る 値 に 切 り 替 え た 上 で ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ 、 Ｓ １
０ ３ 等 の 処 理 を 繰 り 返 す こ と と な る 。 具 体 的 に は 、 引 数 ｋ の 値 が 無 線 信 号 の 種 類 数 ｎ よ り
も 小 さ い か 否 か を 確 認 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 、 小 さ い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ， Ｙ ｅ ｓ
） に は 、 引 数 ｋ の 値 に １ を 加 算 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に 戻 っ て 上 述
の 処 理 を 繰 り 返 す 。 一 方 、 引 数 ｋ の 値 が 無 線 信 号 の 種 類 数 ｎ よ り も 小 さ く な い 場 合 （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ４ ， Ｎ ｏ ） に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に 戻 っ て 引 数 ｋ の 値 を １ に 再 度 設 定 し た 上
で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ 以 下 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 切 替 制 御 部 ２ ４ が 引 数 ｋ の 値 を 変 化 さ せ つ つ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ～ Ｓ １ ０ ５
に 示 す 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 周 波 数 ｆ 1 ～ ｆ n に 関 す る 受 信 検 出 が 行 わ れ る こ と と な る
。 上 述 し た よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 の 周 波 数 は ｆ 1 ～ ｆ n の い ず
れ か で あ る た め 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ～ Ｓ １ ０ ５ の 処 理 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 バ ン ド パ
ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ の う ち 送 信 さ れ た 無 線 信 号 の 周 波 数 に 対 応 し た バ ン ド パ ス フ ィ
ル タ ７ へ の 切 り 替 え 等 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 の 利 点 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ３ に か
か る 受 信 装 置 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 利 点 に 加 え 、 使 用 者 の 負 担 が 低 減 さ れ る と い う 利
点 を 有 す る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 で は 、 切 替 制 御 部 ２ ４ 等 に よ っ
て 周 波 数 特 定 が 自 動 的 に 行 わ れ る た め 、 使 用 者 は カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線
信 号 の 周 波 数 を あ ら か じ め 調 査 し て 受 信 装 置 に 対 し て 入 力 す る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 本 実
施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 を 使 用 す る 場 合 に は 、 電 源 を オ ン す る こ と の み に よ っ て 受 信
装 置 が 使 用 可 能 と な り 、 専 門 的 な 知 識 を 有 さ な い 患 者 等 に と っ て も 簡 易 に 使 用 可 能 で あ り
、 医 師 等 に よ っ て も 、 カ プ セ ル の 種 別 に 応 じ て 受 信 周 波 数 の 設 定 を 行 う と い う 煩 雑 さ か ら
解 放 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 既 に 述 べ た よ う に カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 の 周 波 数 は 広 範 囲
に 渡 っ て 設 定 可 能 で あ る が 、 本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 は 、 周 波 数 範 囲 の 広 狭 に 関
わ ら ず 迅 速 に 周 波 数 特 定 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 ラ ジ オ 受 信 機 等 の 一 般 的 な
受 信 装 置 に て 自 動 的 な 周 波 数 特 定 を 行 う 場 合 に は 、 放 送 チ ャ ン ネ ル に 対 応 し た 周 波 数 を 特
定 す る た め に 、 受 信 周 波 数 を 連 続 的 に 変 化 さ せ つ つ 受 信 検 出 を 行 う の が 一 般 的 で あ る 。 こ
れ に 対 し て 、 本 実 施 の 形 態 ３ で は 、 上 述 し た よ う に 、 あ ら か じ め 把 握 し た 周 波 数 ｆ 1 ～ ｆ n

の み に つ い て 離 散 的 に 受 信 検 出 を 行 う こ と と し て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 ３ に か か
る 受 信 装 置 で は 、 周 波 数 特 定 に 要 す る 時 間 の 最 大 値 は 周 波 数 範 囲 で は な く 無 線 信 号 の 種 類
数 ｎ に よ っ て 規 定 さ れ る こ と と な り 、 広 い 範 囲 に 渡 っ て 送 信 可 能 周 波 数 を 有 す る カ プ セ ル
型 内 視 鏡 ３ 等 の 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら の 無 線 信 号 の 受 信 に 用 い た 場 合 で あ っ て も 、 迅 速 に
周 波 数 特 定 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 次 に 、 実 施 の 形 態 ４ に か か る 受 信 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ４ に か か る 受 信
装 置 は 、 実 施 の 形 態 ３ の 構 成 に 加 え 、 切 替 制 御 部 が 、 受 信 装 置 が 使 用 さ れ る 地 域 に 関 す る
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情 報 を 加 味 し て 切 替 指 示 を 行 う 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 の 形 態 ４ に か か る 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う
に 、 本 実 施 の 形 態 ４ に か か る 受 信 装 置 ２ ６ は 、 実 施 の 形 態 ３ と 同 様 に ア ン テ ナ 選 択 部 ６ 、
バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ 、 フ ィ ル タ 切 替 部 ８ ａ 、 ８ ｂ 、 増 幅 部 ９ 、 周 波 数 変 換
部 １ ０ 、 局 部 発 信 部 １ １ 、 復 調 部 １ ２ 、 出 力 部 １ ４ 、 受 信 検 出 部 ２ ２ お よ び 信 号 処 理 部 ２
３ を 備 え る 。 一 方 で 、 本 実 施 の 形 態 ４ に か か る 受 信 装 置 ２ ６ は 、 受 信 装 置 の 使 用 地 域 を 特
定 す る た め の 使 用 地 域 特 定 部 ２ ７ と 、 使 用 地 域 特 定 部 ２ ７ に て 特 定 さ れ た 使 用 地 域 に 関 す
る 情 報 を 加 味 し て 切 替 制 御 を 行 う 切 替 制 御 部 ２ ８ と を 新 た に 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 使 用 地 域 特 定 部 ２ ７ は 、 受 信 装 置 が 使 用 さ れ る 地 域 を 特 定 し 、 特 定 し た 使 用 地 域 に 関 す
る 情 報 を 切 替 制 御 部 ２ ８ に 対 し て 出 力 す る た め の も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 使 用 地 域 特 定
部 ２ ７ は 、 例 え ば Ｇ Ｐ Ｓ 機 能 に よ っ て 使 用 地 域 を 特 定 す る 機 能 を 有 す る 。 な お 、 特 定 す る
地 域 の 単 位 と し て は 任 意 の も の と す る こ と が 可 能 で あ る が 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信
さ れ る 無 線 信 号 に 関 し て 割 り 当 て ら れ る 周 波 数 は 国 毎 に 定 め ら れ る 可 能 性 が 高 い こ と か ら
、 本 実 施 の 形 態 ４ で は 、 国 を 単 位 と し て 使 用 地 域 の 特 定 が な さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 切 替 制 御 部 ２ ８ は 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る 切 替 制 御 部 ２ ８ の 機 能 に 加 え 、 バ ン ド パ ス フ
ィ ル タ ７ － １ ～ ７ － ｎ お よ び 局 部 発 信 部 １ １ か ら 出 力 さ れ う る す べ て の 局 部 信 号 の 周 波 数
の 中 か ら 、 使 用 地 域 に 対 応 し た も の を あ ら か じ め 抽 出 す る 機 能 を 有 す る 。 す な わ ち 、 切 替
制 御 部 ２ ８ は 、 基 本 的 に は カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ る 無 線 信 号 の 周 波 数 を 特 定 し
、 特 定 し た 周 波 数 に 対 応 し た バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 等 へ の 切 り 替 え を 指 示 す る 機 能 を 有 す る
。 そ し て 、 か か る 周 波 数 特 定 処 理 を 行 う 際 に 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 等 の 切 替 対 象 に 関 し て
、 使 用 地 域 に 応 じ た 絞 込 を 掛 け た 上 で 行 う こ と と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 切 替 制 御 部 ２ ８ に よ る 周 波 数 特 定 処 理 に つ い て 図 ７ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し つ つ
具 体 的 に 説 明 す る 。 ま ず 、 切 替 制 御 部 ２ ８ は 、 使 用 地 域 特 定 部 ２ ７ か ら 入 力 さ れ た 情 報 に
基 づ き 受 信 装 置 が 使 用 さ れ る 地 域 、 例 え ば 使 用 国 に 関 す る 情 報 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２
０ １ ） 。 そ し て 、 切 替 制 御 部 ２ ８ は 、 取 得 し た 使 用 地 域 に 関 す る 情 報 に 基 づ き 、 あ ら か じ
め 把 握 し て い る 周 波 数 ｆ 1 ～ ｆ n の 中 か ら 、 使 用 地 域 に 対 応 し た 周 波 数 ｆ 1 ’ ～ ｆ m ’ を 抽 出
す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ に て 行 わ れ る 処 理 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ 等 の 被 検 体 内 導 入 装 置 に 関
し て 、 送 信 す る 無 線 信 号 の 周 波 数 の 割 当 が 使 用 地 域 ご と 、 よ り 具 体 的 に は 使 用 国 毎 に 定 め
ら れ る こ と に 対 応 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 は 、 複 数
国 に て 使 用 す る こ と を 目 的 と し て お り 、 複 数 国 に て 割 り 当 て ら れ た す べ て の 周 波 数 に 対 応
可 能 と な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ の 後 は 、 抽 出 し た 周 波 数 ｆ 1 ’ ～ ｆ m ’ に 関 し て 実 施 の 形 態 ３ と 同 様 の 周 波 数 特 定 処 理
を 行 う 。 す な わ ち 、 初 期 設 定 と し て 引 数 ｋ の 値 を １ と し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ） 、 フ ィ ル タ
切 替 部 ８ ａ 等 に 対 し て 引 数 ｋ に 対 応 し た 周 波 数 ｆ k ’ に 対 応 し た 切 替 を 指 示 し （ ス テ ッ プ
Ｓ ２ ０ ４ ） 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ か ら 送 信 さ れ た 無 線 信 号 を 受 信 し た か 否 か の 判 定 を 行 う
（ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ ） 。 受 信 し た も の と 判 定 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ ， Ｙ ｅ ｓ ） に は
周 波 数 特 定 処 理 が 完 了 す る 一 方 で 、 受 信 さ れ て い な い と 判 定 し た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５
， Ｎ ｏ ） に は 、 引 数 ｋ と ｍ （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ に て 抽 出 し た 周 波 数 の 種 類 数 ） と の 大 小 関
係 を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ） 、 引 数 ｋ が ｍ 未 満 の 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ， Ｙ ｅ ｓ ）
に は 引 数 ｋ に １ を 加 算 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ 以 下 の 処 理 を 再 び 行
う 。 引 数 ｋ が ｍ 未 満 で な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ， Ｎ ｏ ） に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ 以 下
の 処 理 を 再 び 行 う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 ４ に か か る 受 信 装 置 の 利 点 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ４ に か
か る 受 信 装 置 は 、 実 施 の 形 態 ３ の 利 点 に 加 え 、 切 替 制 御 部 ２ ８ は 、 使 用 地 域 に 対 応 し た 周
波 数 を あ ら か じ め 抽 出 し 、 抽 出 し た 周 波 数 の み に 関 し て 切 替 制 御 を 行 う た め 、 す べ て の 周
波 数 に 関 し て 切 替 制 御 を 行 っ た 場 合 と 比 較 し て 周 波 数 特 定 処 理 を 迅 速 に 行 え る と い う 利 点
を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 既 に 述 べ た よ う に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 ３ 等 の 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 す る こ と が 可 能
な 無 線 信 号 の 周 波 数 は 、 使 用 国 毎 に 別 個 独 立 に 定 め ら れ て い る 。 従 っ て 、 受 信 装 置 は 複 数
の 使 用 国 に 対 応 し う る よ う に 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 無 線 信 号 と し て 送 信 さ れ う る す べ て の
周 波 数 に 対 応 し て 複 数 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 設 け る 等 の 工 夫 を 施 し て い る が 、 例 え ば あ
る 使 用 国 に て 受 信 装 置 を 使 用 す る 場 合 、 他 の 使 用 国 の み に て 使 用 さ れ る 周 波 数 の 無 線 信 号
が 被 検 体 内 導 入 装 置 か ら 送 信 さ れ る こ と は な く 、 か か る 周 波 数 に 関 し て 無 線 信 号 の 受 信 検
出 を 行 う 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 ４ で は 、 使 用 国 （ 使 用 地 域 ） を 特 定 す る 使 用 地 域 特 定 部 ２ ７ を
備 え る こ と に よ っ て 使 用 地 域 を 特 定 す る と 共 に 、 切 替 制 御 部 ２ ８ が 特 定 し た 使 用 地 域 に て
使 用 さ れ う る 周 波 数 を 抽 出 し 、 抽 出 し た 周 波 数 の み に 関 し て 受 信 検 出 を 行 う こ と と し て い
る 。 当 然 の こ と な が ら 抽 出 し た 周 波 数 の 種 類 数 ｍ は 、 す べ て の 使 用 国 に て 使 用 さ れ う る 周
波 数 の 種 類 数 ｎ よ り も 小 さ な 値 と な る こ と か ら 、 本 実 施 の 形 態 ４ で は 切 替 制 御 部 ２ ８ 等 に
よ る 受 信 検 出 の 回 数 を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 そ の 分 だ け 周 波 数 特 定 処 理 に 要 す る
時 間 を 短 縮 化 で き る と い う 利 点 を 有 す る こ と と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 の 使 用 態 様 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に か か る 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 的 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 ２ に か か る 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 的 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 ３ に か か る 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 的 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 切 替 制 御 部 に お け る 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ４ に か か る 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す 模 式 的 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 切 替 制 御 部 に お け る 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ 　 受 信 装 置
　 ２ 　 被 検 体
　 ３ 　 カ プ セ ル 型 内 視 鏡
　 ４ ａ ～ ４ ｈ 　 受 信 ア ン テ ナ
　 ６ 　 ア ン テ ナ 選 択 部
　 ７ 　 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
　 ８ ａ 、 ８ ｂ 　 フ ィ ル タ 切 替 部
　 ９ 　 増 幅 部
　 １ ０ 　 周 波 数 変 換 部
　 １ １ 　 局 部 発 信 部
　 １ ２ 　 復 調 部
　 １ ３ 　 信 号 処 理 部
　 １ ４ 　 出 力 部
　 １ ４ 　 信 号 処 理 部
　 １ ５ 　 切 替 制 御 部
　 １ ６ 　 入 力 部
　 １ ８ 　 受 信 装 置
　 １ ９ － １ ～ １ ９ － ｎ 　 増 幅 部
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　 ２ １ 　 受 信 装 置
　 ２ ２ 　 受 信 検 出 部
　 ２ ３ 　 信 号 処 理 部
　 ２ ４ 　 切 替 制 御 部
　 ２ ６ 　 受 信 装 置
　 ２ ７ 　 使 用 地 域 特 定 部
　 ２ ８ 　 切 替 制 御 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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摘要(译)

解决的问题：实现能够在宽的频率范围内以高灵敏度接收从胶囊型内窥
镜发送的无线信号的接收装置。 解决方案：天线选择单元6从多个接收
天线4a至4h中选择合适的一个，以及带通滤波器7-1至7，它们仅使接收
到的无线电信号中不同的频率分量通过。 -n，用于适当地切换要使用的
带通滤波器的滤波器切换单元8a，8b，用于由滤波器切换单元8a，8b控
制滤波器切换处理等的切换控制单元15，用于输入必要信息的输入单元 
16和。 通过提供与可以从胶囊型内窥镜发送的多种无线信号的频率相对
应的带通滤波器，并适当地切换带通滤波器，可以在很宽的频率范围内
高灵敏度地接收无线信号。 有可能。 [选型图]图1
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